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　神田よしゆき市議は、水害
時の避難計画について質問し
ました。はじめに台風15号に
よる千葉県の被害についてお
見舞いを申し上げ、本市とし
ても広域的な支援をおこなう
よう求め、質問に入りました。
神田　ここ数年、想定を超え
る豪雨災害が発生してい
るが、本市で最も被害が大
きいのは荒川の氾濫だ。避
難計画の現状は。
市　市のハザードマップで浸
水想定区域が最も大きい
のは、荒川の洪水の場合。
洪水時に、特に西区・桜区・
南区の指定避難所等は浸
水想定区域に位置するた
め、区外に広域避難する必

要がある。隣接区を含めた
避難所を自治会ごとに特
定しておく広域避難計画
を策定し、住民に周知して
いる。
神田　水害を想定し、区を超
えた避難所運営訓練を実
施する必要性があると考
えるがどうか。
市　水害を想定した訓練は、
西区・桜区・南区の自治会
長などを対象に水害対策
の勉強会を実施し、昨年初
めて大規模災害を想定し
た図上訓練をおこなった。

　神田市議は、水害の広域避
難に対応した訓練の必要性を
強調し、訓練計画の実施を求
めました。

議案外質問 　9月 17 日、9月議会の常任委員会で議案外質問
がおこなわれました。

	　久保みき市議は、公民館
のバリアフリー化について質
しました。
　はじめに、エレベーターが
ない公民館について、エレベ
ーターの設置可能性について
躯体調査した結果について質
し、43館中 16館に設置の
可能性があることを明らかに

しました。そのうえで「2階
に入り口がある公民館 3館
への設置に続いて、残りの
13館についてどうするのか」
と質し、市は「13館につい
ては公民連携等の整備手法や
維持管理等を含めたコスト縮
減等を検討し、早期に設置で
きる方法を検討する」と答弁

しました。
　次に久保市議は「災害が起
きたときに、通常だと場内で
アナウンスとか警報のベルな
どで発生が知らされるが、聴
覚障害者は聞こえない」とし
て、光で発生を知らせる「光
警報装置」の設置を提案しま
した。現在、光警報装置を設
置している公民館は 1館も
ありませんが、市は「非常に
有効であると考え設置を検討
する」と答弁しました。
　その他、補聴器利用者の聞

こえがよくなる「ヒアリング
ループ」の設置を全館に広げ
ることを求めました。

　金子あきよ市議は、昨年4
月さいたま市犯罪被害者等支
援要綱が作成され、犯罪被害
者総合窓口が設置されたこと
を受け、要綱に基づいた支援
の実態についてただしまし
た。
　市は、犯罪被害者への支援
内容として、保険医療サービ
スおよび福祉サービスの提
供、相談助言および犯罪被害
者支援を担う人材育成に係る
研修の実施、市民および事業

者の理解を深めるための広
報・啓発をおこなう、とのこ
とでしたが、昨年度の窓口へ
の相談件数はゼロ件でした。
　金子市議は「相談先を探し
ている被害者の方、相談を迷
っている方が容易にこの相談
窓口にたどり着けるしくみが
大切ではないか」と指摘。他
市のホームページでは「犯罪
被害に遭われたあなたへ」と
呼びかけ、窓口が案内される
ようになっている例も紹介

し、「本市でもインターネッ
トを活用した窓口を開設する
など、被害者の方が声を上げ
られるよう、とりくむべき」
として、さらに踏み込んだ総
合的な支援をおこなうために
も、犯罪被害者支援条例の制
定を求めました。
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議案外質問（9月 17日）

　とばめぐみ市議は、児童虐
待根絶のために妊娠期から学
齢期まで切れ目のない子育て
支援をおこなっている、世田
谷区のとりくみ「世田谷版ネ
ウボラ」を紹介しながら、本
市の児童相談所の現状と課題
を質しました。
　本市の虐待相談件数は年々
増え続けています。しかし本
市の児童相談所は浦和区に1
カ所のみで、国の設置基準
（人口50万人に１カ所）にお

　松村としお市議はコミュニ
ティバスについて質問しまし
た。
　市は昨年から今年にかけて
桜区や見沼区など6区でコミ
ュニティバスの利用状況や利
用者の要望を聞く調査をおこ
ないました。岩槻区と西区に
ついては休日に特別運行した
際の調査もおこなわれました。
　松村市議は調査結果で休日
運行や本数増の要望が多いこ
とを踏まえ、「調査をどう生か

よびません。とば市議の質問
により、ケースワーカー（児
童福祉司）のひとりあたりの
担当件数は80件（全国平均
は40件）をこえており、職
員の経験年数が平均3.6年で
あることが明らかになりまし
た。
　とば市議は「困難を抱えた
子どもたちと保護者を支える
重要な仕事。専門職としてせ
めて5～10年在職し、研修
も重ねて専門性を高めるべ

すのか」とたずねると、市は「今
回の調査結果がすべてではな
い」と断りながら「休日の運
行調査が思ったより利用者が
少なかった」「本数の増加には
路線バス事業者との協議が必
要になる」という認識を示し
ました。松村市議は「休日の
試験運行は周知に課題があっ
たのではないか。要望は強い
ものがある」と述べ、「休日運
行や本数増は収支率にも影響
する。収支率も含めてガイド

き」と指摘。「児童相談所の
増設と、ケースワーカーの増
員を求める」と主張しました。
　このほか、「わーくはぴね
す農園岩槻ファーム」の視察
をもとに、105人の障害者が
働く場所に、福祉の専門家や
医療関係者が一人もいないこ
とを問い、改善を求めました。

ラインの見直しが必要だ」と
迫りました。市は「課題も把
握してきたので、さまざまな
要件について引き続き検討は
続けたい」と述べるにとどま
りました。松村市議は「市民
の要望に応えられるガイドラ
インに見直すべき」と強く求
めました。

字器の持ち込みを認める点等
について投票事務要綱の説明
内容を改善したと答弁しまし
た。たけこし市議は、当事者
である視覚障害者に対し、障

を求めたが、その後の対応
は。

　市選管は、各区選管を通じ
て適切に対応するよう周知を
図り、本来の支援の徹底と点

ている。自書が難しく、点
字を習得していない方に
は補助員 2名がついて代
理投票をおこなう。7月の
参院選では市内の点字投
票は35人、代理投票（視
覚障害者とは限らない）は
589人。
たけこし　視覚障害者から
「点字投票の案内がなかっ
た」など、これらの支援が
徹底されていない実態が
寄せられた。市選管に改善

　たけこし連市議は、視覚障
害者の投票支援について質問
しました。
たけこし　視覚障害者の方の
投票支援の内容と、支援の
実績は。
市選管　点字投票があり、投
票所に点字器等を配置し

害者団体や選挙公報音声版を
通じての周知や、投票日には
防災無線なども活用して点字
投票ができることを積極的に
呼びかけるよう求めました。
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